
読者の
感想より 

東日本日本大震災支援の早期の取り組みに感心し、さすが災害の苦い思いが残る町ならではと思います。長期
に渡っての支援計画、もっと協力が必要になってくると思います。（山崎町　女性）

読者の
感想より 

東日本大震災には、社協としていろいろな支援をされていますね。こんな時こそ、お互い協力して、取り組みた
いですね。（山崎町　女性）

平成２２年度

第２次地域福祉推進計画策定委員会
（策定まで8回開催しました）

第2次地域
福祉推進
計画を策定

社協が取り組んだ地域福祉活動社協が取り組んだ地域福祉活動
（事業報告書より一部掲載）（事業報告書より一部掲載）

合
併
後
、県
や
市
か
ら
の
補
助
金
の

削
減
が
続
い
た
こ
と
で
、１９
年
度
か
ら

の
３
年
間
の
事
業
活
動
収
支
は
赤
字
が

続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
２２
年
度
は
、地
域
福
祉
担
当

職
員
を
２
名
減
員
と
し
た
ほ
か
、少
な

い
財
源
で
も
効
果
が
あ
が
る
よ
う
、調

整
と
工
夫
を
重
ね
、費
用
の
抑
制
に
努

め
ま
し
た
。

ま
た
、黒
字
と
な
っ
て
い
る
介
護
保

険
事
業
か
ら
地
域
福
祉
事
業
へ
の
資
金

移
動
な
ど
を
行
い
、一
般
会
計
全
体
で

は
単
年
度
収
支
で
黒
字
で
決
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、訪
問

宍
粟
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、５
月
３０
日
第
１７
回
評
議
員
会
を
開
催

し
、平
成
２２
年
度
の
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

善
意
銀
行
や
共
同
募
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確

保
が
課
題
と
な
る
中
、こ
れ
か
ら
の
宍
粟
の
地
域
福
祉
を
ど
の
よ
う
に
推
進

す
る
の
か
、「
第
２
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
策
定
」や
、社
協
経
営
の
改
善

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
号
で
は
、２２
年
度
の
事
業
や
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
事
業
所
を
２
か
所
に
統
合
し
た

り
、居
宅
介
護
支
援
事
業
に
つ
い
て
は

一
宮
と
波
賀
の
事
業
所
で
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、特
定
事
業
所
加

算
を
取
得
す
る
な
ど
経
営
改
善
に
努
め

ま
し
た
。

ま
た
訪
問
介
護
事
業
と
通
所
介
護
事

業
で
利
用
者
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

介
護
保
険
事
業
は
前
年
度
に
比
べ
約
１

千
３
百
万
円
の
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、地
域
福
祉
活
動
の
財
源
で
あ

る
善
意
銀
行
や
共
同
募
金
配
分
金
は
、減

少
が
続
い
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
も
、こ
れ
ら
の
使
途
を
明
ら
か
に
し
、今

ま
で
以
上
に
住
民
の
皆
様
か
ら
の
協
力

を
得
て
、自
主
財
源
の
増
強
に
努
め
た
い

と
考
え
ま
す
。

２２
年
度
事
業
で
重
点
を
置
い
て
取
り

組
ん
だ
の
は
、「
第
２
次
地
域
福
祉
推
進

計
画
」の
策
定
で
す
。１２
名
の
策
定
委
員

と
地
域
福
祉
担
当
職
員
が
、２3
年
度
か

ら
５
年
間
の
計
画
策
定
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

計
画
に
つ
い
て
は
、こ
の
６
月
末
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、２
月
２０
日
に
は
宍
粟
防
災
セ

ン
タ
ー
で「
地
域
福
祉
の
つ
ど
い
」を
開

催
し
、計
画
策
定
作
業
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

権
利
擁
護
事
業（
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
）で
は
、、非
常
勤
の
専
門
員
を

１
名
配
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、民
生
委
員
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
者
と
の
協

議
や
、事
業
の
対
象
と
な
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
把
握
が
進
み
、新
規
契
約

者
が
増
え
ま
し
た
。

２２
年
度
の
主
な
実
施
事
業
と
決
算
報

告
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
頁
と
特
別
刷

り
の
決
算
報
告
書
の
と
お
り
で
す
。ご

確
認
く
だ
さ
い
。

平成２２年度 事業・決算報告平成２２年度 事業・決算報告

第２次地域福祉推進計画の策定
策定委員会（１２名の委員で構成）
作業部会（職員１０名で構成）

６回開催
２１回開催

第３回宍粟市地域福祉のつどい
２月２０日（日）　宍粟防災センター
参加者 ３００名
内　容 基調報告、フォーラム　他

男性介護者のつどいを毎月開催
１２回開催 １０４名参加

内　容 介護技術教室、料理教室　他

災害ボランティア感謝のつどい
８月２２日（日） 一宮保健福祉センター
参加者 １６０名

自治会でのふれあい活動を支援
小地域福祉連絡会への助成 152自治会　4,688,250円
ふれあいサロン 16団体 延79回開催
ふれあい喫茶 １３０団体 延571回開催

お達者クラブで、元気にイキイキと！
実施回数 ５９０回
参加者 ９，４３９名

経
営
改
善
で
、単
年
度
収
支
が

４
年
振
り
に
黒
字

介
護
保
険
事
業
は
増
益

善
意
銀
行
や
共
同
募
金
は
減
少

第
２
次
地
域
福
祉
推
進
計
画

（
23
年
度
か
ら
5
年
計
画
）を
策
定

専
門
員
の
設
置
で
、権
利
擁
護
の

取
り
組
み
を
強
化

23




